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巻頭言

情報処理教育センター長松村雅史

状況把握の１年

2003年４月より２代目情報処理教育センター長となり，４月以降の各種委員会，第１演習室の機

種更新など，あっという間に１年が経過したことから，この１年は「状況把握の１年」となりまし

た。本センターは1978年という情報社会創世時期に我が国で最初にパソコンを用いた対話型情報

処理教育施設として設置されました。以後，常に最新の情報技術を積極的に取り入れた教育を実践

し，「電通大方式」として知られる学生の状況をスキャンして教場のモニタリングを行うハードウ

エアと情報ネットワーク，それらを支援するソフトウェアを用いた教育方式の理念(初代センター

長デジタルゲーム学科対馬勝英教授が提案)は継承されています。

現在，工学部，医療福祉工学部，総合情報学部の３学部の学生が本センターを利用しています。

本センターは，UNIX,マルチメディア，インターネット等の新しい情報環境にいち早く対応し，先

進的な情報教育を実現しています。具体的には，プログラミング教育(C++,VC,VB,Java)，カラー画

像処理，ＶHDLによるLSI回路設計，３Ｄ-LOGOを用いた関数型プログラミング教育，知的CAIを用い

た教育支援，３ｄｓｍａｘによる実践的アニメーション制作，LabVIEWによる生体計測・医療情報処理

などのユニークな教育が実現されています。内容も，情報技術・メディアアート・ディジタルコン

テンツ・アニメーション・医療情報・福祉情報とこれからの時代をリードする先駆的な教育内容で

す。特に，LabVIEWの本格的導入による演習実施は，米国では盛んに行われていますが，日本では

慶応大学，明星大学と本学の３大学のみであり，その教育的成果が期待されております。このよう

に，本学の研究教育の先進性を活かしたセンターの活動は，産業界より注目されています。

この１年で最も感じたことは，本センターの見学が多いことです。近隣の小中学生から大学関係

者，地方自治体の方々など，多くの方々に本学の情報教育に関する長い歴史と実績（対馬前セン

ター長の功績）をアピールさせていただきました。また，私立大学情報教育協会の会合に出席して

各大学の取り組みも勉強させて頂きました。平成14年より，300校以上の私立大学間が参加してカ

リキュラムなどを交流するサイバーキヤンパスコンソーシアム(私立大学情報教育協会)に参加する

ことが決定し，この事業の拠点校としてｅ－ラーニングの設備の強化も進めています。この事業に

つきましては，他大学との遠隔授業が計画され，その教育的効果を確認しながら，少しずつですが

前進させていきたいと考えています。

１
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さて，最近の入学生をみると，かなりのコンピュータ操作の経験を積んだ学生が多くなってきま

した。一方，初心者である学生もいて，そのレベルに合わせた習熟度別の演習，コンピュータリテ

ラシーに関しては専門教員の配置の必要性を感じております。コンピュータの高性能化と利用形態

の多様化により，コンピュータはかつてのビジネスや研究開発のツールから，日常生活の情報コ

ミュニケーションツールとして浸透しています。小学生がコンピュータ(PowerPoint)を利用して理

科研究のプレゼンテーションを行う時代において，本センターでは情報およびコンピュータに関し

て多様な能力を有する学生に対して適切な教育が行えるように情報ネットワーク環境の構築を進め

ていきます。特に，ｅ－ラーニングの環境整備は重要課題であり，TOEICなどの資格試験で成果が

得られるようにシステムを構築するように努力致します。これからは情報発信しない（できない）

大学は生き延びていけない時代になっています｡積極的に情報発信を行いながら本学の独自性を出

ていきます。特に，ｅ－ラーニングの環境整備は重要課題であり，TOIECなどの資格試験で成果が

得られるようにシステムを構築するように努力致します。これからは情報発信しない（できない）

大学は生き延びていけない時代になっています｡積極的に情報発信を行いながら本学の独自性を出

せるように関係の方々のご支援を頂きながら新機軸を出せるように努力しますので，ご協力願いま

す。

２
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寄稿

組み込みシステム試作実習授業における演習室の利用

総合情報学部デジタルケーム学科高見友幸

ＥＤＡツール（電子回路ＣＡＤとＰＣＢ配線ＣＡＤの統合環境）による回路設計、組み込みシス

テムプログラミング、ＨＤＬ（ハードウェア記述言語）によるＦＰＧＡ／ＣＰＬＤの設計といった

ような、ハードウェアとソフトウェアの密接に連携した技術分野が発展を見せている。それに伴っ

て関連する開発ツールも普及し、これらの技術分野を総合的に学びつつハードウェアの試作も行う

という授業形態が可能となってきた。その試みのひとつとして、組み込みシステムの試作を題材と

したモデル授業を試験実施したので報告する。

実習は､夏期／春期休業期間中の集中ゼミとして１０人程度の小グループで数回にわたり実施さ

れた後、本学短期大学部２年次の授業（情報工学実験・ソフトウェアⅣ）で試験実施された。実習

の内容と進行手順を次ページの図に示す。ハードウェア設計の作業（Ｈ１～Ｈ７）とソフトウエア設

計の作業（S1～Ｓ５）が並行して進むことになる。特徴は、受講生各自が回路設計／基板配線設計か

ら、基板加工、電子部品／ソフトウェア実装、デバッグまでの試作全過程を実習するという点であ

る。最終的に組み込みシステムの試作回路を仕上げるという意味ではハードウェアの技術実習であ

るが､実習の過程ではＣＡＤやプログラミング等でソフトウェアに関わる時間の方が圧倒的に長く、

ハードウェア実習に対する学生の拒否感も少ない。

実習の初期段階では、まず、ハードウェア関連部分のＨ１～Ｈ７の習得を目指す。受講生には、完

成した回路図（Ｈ２）と組み込みプログラム（S2,S3）の参考例をあらかじめ配布するので、作業の

中心は基板配線設計、電子部品実装、ハードウェアデバッグとなる。回路設計からではなく、グラ

フィックアート的要素が強い基板配線設計から開始することで実習がスムーズに進行するようであ

る。実装に使用する部品については、各自が選択し（初期段階では、主としてスイッチ類とコネク

タ類)、それに応じて個別にフットプリント（部品の足配置図）を作成することとし、各自の設計に

オリジナリティを持たせた。

実習の最終段階では、コンパクトフラッシュ型ＰＨＳカード、ＣＭＯＳイメージセンサ、ＴＣＰ

／ＩＰプロトコルスタックＬＳＩ等､身近にある高機能な組み込みモジュール／ＩＣを使用した｡こ

れらの部品を含む回路例を、実習の開始時に提示し最終目標をはっきりさせた。これまでの授業で

は行われていないが、ＦＰＧＡまたはＣＰＬＤを回路にひとつ含ませて試作するのが面白いと思っ

ている（この場合、図の破線部の工程が追加される)。ＨＤＬプログラミングにより設計したＩＣを

自作回路中に実装して用いることが重要であると考えている。

３
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組み込易
プログ

ＥＤＡツールとプリント基板加工システムを連携して用いることにより試作が短期間で実現す

るため、１セメスタの実習科目あるいは１週間の集中実習として試作実習授業の実施が可能とな

る。ＥＤＡツールにはProtel99SE体験版、プリント基板加工システムにはミッツ製FP-21Aを

用いた。Protelで作成したＰＣＢ配線設計図はガーバーファイルに変換された後、ＦＰ･21Ａへの

入力となる。基板加工（Ｈ４）の工程については、現在のところ、受講生が直接に操作できる態

勢にはなっておらず､加工中のようすを見学するだけである（今後、操作ができるようにする予

定)。マイクロコンピュータにはルネサス製Ｈ８／３０４８Ｆ、Ｈ８／３６６４Ｆを用いた。Ｗ

ｅｂサーバー上にＩＣのデータシート、マイクロコンピュータのハードウェアマニュアル､電子

部品のフットプリント（Protel用)、制御プログラム例といった作業に不可欠な情報を集め、積

極的なＷｅｂアクセスを促すことでＷｅｂを介した授業外支援の方法も模索した。

以上のような実習内容は、従来、企業内の教育で対処がなされてきた実践的分野であるが、高

性能で安価な設計・開発ツールが普及しつつあることで、時間的・経済的な制約を受ける大学の

授業内においても十分に取り扱うことが可能となった｡試作工程に凝縮されたいくつものＩＴ技

術を一気に学ぶという爽快さを目指した｡設計手法やアルゴリズムを一から順に解説することを

避け､次々と進んで見本を提示するようにした｡受講生は忙しくハードとソフトの手作業を重ね

ることで、専門家意識に浸ることができているように思う。

短期間で組み込みシステムの開発ができ､出来上がった試作システムの応用範囲も広いことか

ら（計測、通信、制御関連等)、「産学連携」や「大学発ベンチャ育成」とも関連し、実習の成果

が有効に機能することが期待できる。
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フトウェアの作業(Sl-S5)が並行して進むことになる｡破線部の内容については今後の予
定である｡Ｈ１～Ｈ３とSl～S4の作業を第２演習室／第４演習室にて実施した。
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【特集】第１演習室の更新について

２００４年度には本学四篠畷学舎にある第１演習室の機器更新を予定している｡今回の機器更

新において、コンピュータ関係の機器更新と映像関係の機器更新と２つの分野に分割して考え、

本資料はコンピュータ関係の機器更新について述べる。

演習用機器

演習用コンピュータ８７台

（＝学生用８０台十教員用２台十教材配布用２台十予備用３台）

学生用、教員用、教材配布用、予備用の本体は同一メーカーであること。また、学生用、教員用コ

ンピュータにおいて、盗難対策を施す必要がある。

学生用コンピュータ：８０台

・OSWindowsXPProfbssional

・ＣＰＵＰｅｎｔｉｕｍ４２ＧＨｚ以上

・メモリｌＧＢ以上

・ＨＤＤ容量８０ＧＢ以上回転数7200rpm以上

・ＣＤ－ＲＯＭＣＤ．Ｒ/ＲＷ/ＤＶＤ－ＲＯＭ

・Audio ＡＣ'９７同等以上

・ＮＩＣ１０００Base･Ｔ

・Graphic lO24x768ThPueColor以上

・ＦＤＤ３．５ｉｎｃｈＦＤＤ

・拡張スロット（空）PCI☆３以上

・ドライブベイ（空）外部／５incｈ☆２以上，内部／3.5incｈ＊２以上

・外部インターフェイスシリアル＊１以上

パラレル＊１以上

ＵSＢ2.0☆６(匿体の前後共にコネクタがあり、学生が容易に

ＵＳＢメモリ等を利用できること）

モニタ： EIZOL365(１５inch)以上

その他： ＵＳＢカメラ（Creative社Webcam）

マイク，延長ＵＳＢケーブル,延長シリアルケーブル

MicrosoftSideWinderJoyStick

教員用コンピュータ：２台

学生用のコンピュータと同等。また､本体フロント部にＭＯドライブを装着する（ＭＯドライブ、

SCSIカードは既存のものを流用する)。

教材配布用コンピュータ：２台

教員用コンピュータと同等の構成とする。

予備用コンピュータ：３台

学生用コンピュータと同等の構成とする。

５
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モニタ： EIZOL365(１５inch)以上

その他： メモリカードリーダー

（CompactFlash/SmartMedia/ＳＤカード/MemoryStick）

教卓用Macintosh（１台）

AppleiMacl5inchフラットパネル仕様、ｉSight付属

（MicrosoftOffice:ｍａｃを必要とする）

準備室用コンピュータ：３台

演習用コンピュータと必ずしも同一メーカーである必要はない｡主に動画等のマルチメディア系の

処理を行わせる予定である。

ＣＰＵＰｅｎｔｉｕｍ４２ＧＨｚ以上

メモリ1.5ＧＢ以上

ＨＤＤ容量80ＧＢ以上の２ドライブ

ＣＤ－Ｒ○Ｍマルチドライブ(DVD±Ｒ/±ＲＷ/RAM）

Audio ＡＣ'９７同等以上

ＮＩＣ1000Base-T

Graphic lO24x768mreColｏｒ以上

FＤＤ３．５ｉｎｃｈＦＤＤ

拡張スロット（空）PCI＊３以上

ドライブベイ（空）外部／５incｈ＊２以上

内部／3.5incｈ＊２以上

外部インターフェイスシリアル＊１

パラレル＊１

USB2,０＊６(崖体の前後共にあること）

■
●
●
●
●
■
●
●
●
■

プリンタ等：

演習室・準備室内には、下記に挙げるＥＰＳＯＮ製プリンタを設置する。演習室内に設置するプリン

タについては誰が印刷したか判別できるように、ヘッダ部分に「学生番号」「氏名」が同時に印刷で

きる仕組みを必要とする。

演習室内：ＥＰＳＯＮ製モノクロレーザープリンタ２台（学生側１台、教卓１台）

ＥＰＳＯＮ製カラーレーザープリンタ１台

ＥＰＳＯＮ製ネットワークスキャナ１台

準備室内：ＥＰＳＯＮ製モノクロレーザープリンタ１台

準備室用Macintosh（各１台、計２台）

AppleiMacl7inchフラツトパネル仕様、ｉSight付属

ApplePowerMacG5、iSight付属

６
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サーバー用機器

スペースの都合上、全てラックマウント式サーバーとし、ネットワークデバイスは最低

1000BaseT以上とする。サーバー類を収納する上でのラックの本数は問わないが、演習準備室内に

設置できることを必須とする。また､今後の拡張を考慮して、ラックにはいくらかの空きを設けてお

く必要がある。

･Internet通信用Proxyサーバー及びＤＨＣＰサーバー

１．Proxyサーバーとして、演習室内からのインターネットアクセスを支障なく行えるもの

２．ＤＨＣＰサーバーとして、演習室内からのＤＨＣＰサービスを安定して行えるもの

３．サーバーに障害が発生しても、出来るだけサービスを提供し続けられるもの

４．１つの崖体で２つのサービスを提供すること

５．利用ＯＳは問わない

｡プリンタスプール用サーバー

１．演習室内からのプリンタスプールを受け付け、支障なくプリンタへ印刷できるもの

２．サーバーに障害が発生しても、出来るだけサービスを提供し続けられるもの

３．利用ＯＳは問わない

．ネットワーク機器管理用サーバー

１．サーバー機器を含む演習室内のマシン・デバイスの状態を管理・監視できるもの

２．利用ＯＳは問わない

。SymantecGhost及びCampusESperサーバー

１．演習室における演習機はSymantec社のGhostで管理する予定であり、その際のＨＤＤイメー

ジ等のデータを配信・格納できるもの

２．ＨＤＤのイメージデータの保存目的として外部記憶装置のＤＶＤ．R/RAMが扱えるデバイスを

接続していること

３．演習室における演習機はｈｐ社のCampusESPerで管理する予定であり、そのサーバー機能

を有する性能を持っていること

４．利用ＯＳはWindows系とする

｡多目的サーバー＊４台

１．HelixServer、apache等が稼働できるもの

２．特に過剰なスペックは要求しないが、安定した運用が出来ることを必須とする

３．利用ＯＳは問わない（必ずしも全てが同じＯＳである必要はない）

・e-Learning用サーバー(ALCNetAcademy）

ALC社のNetAcademyが稼働するものとする。このサーバーには、NetAcademyに関する全学生の

データとe-Learningのコンテンツが含まれる予定である。このサーバーはWindows2000Server＋

MicrosoftSQLServerで稼働する予定である。

７
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なお、これらの構成にコンソール切り替え機が必要となる。モニタ、キーボード、マウスは、

必ずしも１Ｕの大きさで収納できるものである必要はないが、キーボード及びマウス操作が

容易である物を求める。また、これらのサーバー類に対して無停電電源装置を接続させるこ

とを必須とする。サーバーのメーカーは全て同一である必要はないが、トラブルが生じた際

はメーカー等と密接な連絡を行い、迅速な対応が出来る必要がある。

ネットワークスイッチ機器等

既存のCISCOCatalyst5000と入れ替え、現在稼働している第５演習室経由で学内ネット

ワークに接続する。第５演習室側のスイッチはExtreme社のＳｕｍｍｉｔ７ｉであり、このスイッ

チとは1000BaseSX＊２接続とし、冗長性を持たせる予定である。

演習室内の演習機器及び､準備室内のコンピュータ及びネットワーク機器とは1000BaseT以

上で接続するものとする。これらのネットワークスイッチ機器に対して無停電電源装置を接続

させることを必須とする。

既に演習準備室内にある光ケーブルを、多目的サーバーと外部へｌ００ＢａｓｅＳＸまたは

1000BaseSXで接続する可能性もある。

現在演習室内と準備室内に敷設しているＵＴＰケーブルをCat5eまたはCat6ケーブルに敷設

しなおす。

演習室内に無線LANアクセスポイントを1つ設置する｡アクセスポイントのメーカーは問わ

ないが802.11ｂの規格を含み、安定して稼動するものであり、かつ、セキュリティーを考慮し

た製品を必要とする。

学生用データ保存サーバー

学生の個人データおよび各個人が作成したファイル等は、第５演習室に既に稼動している

ファイルサーバーを利用することとする。

８
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貸出用等ノートパソコン

l）

２）

３）

ノートパソコン（１２台）

演習室内におけるソフトウェア環境をノートパソコン上でも実現するもの｡また､無線

LAN用アダプターを準備するが､可能であるならば本体に内蔵されているものの方が好ま

しい。メーカーは問わないが、下記のスペックを必要とする。

OSMicrosoftWindowsXP

CPUPentium1.4ＧＨｚ以上

メモリlＧＢ前後

ＨＤＤ２０ＧＢ以上

ＣＤ･ＲＯＭＤＶＤ･ＲＯＭ読込み以上

解像度１０２４×７６８以上

タブレットＰＣ（３台）

演習室内に準備する無線ＬＡＮアクセスポイントと接続する予定である。メーカーは問

わない。

ＣＣＣ用ノートパソコン（５台）

ＣＣＣで開発用として使用する予定であるApple製ノートPowerBookG4oこのノート

パソコンにはSuperCardをインストールする。

その他

学生用本体の環境において､ソフトウェアバージョンアップ等のテストを行うことが多々ある。

そこで、試験用とするＨＤＤを別途１０個準備する。ＨＤＤは学生用、教員用、教材配布用、予

備用本体で使用している同メーカー・同型番が望ましい。

学生用のコンピュータにVirtualPCに代表されるコンピュータ環境をエミュレートする仮想ＰＣ

ソフトウェアを導入する。講習会等のセミナーで利用することが主に考えられるが、３Ｄ-ＬＯＧＯ

のソフトがWindowsXPに対応していないために導入を決めたものである。現時点でゲストＯＳ

はWindowsNT4,０（ライセンスは既存のものを利用）を予定している

９
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ソフトウエアー覧

演習用マシン：

(現ライセンスを継承）

・ＢＡＳＩＣ/９８fbrWindows

・ＳｔｕｄｙＣ

・３ＤＬＯＧＯ

・MCAFEEVirusScan

(新規にライセンスを購入）

・OEfice2003Profbssional

・LabView（キャンパスライセンス教育用）

・MohoVersion4,６（動画オーサリングソフト）

・仮想ＰＣソフト

(ＶＢＮＥＴＰｒｏのライセンスを購入し、ダウングレードして利用）

・MicrosoftVisualBasic6・oProfbssional

(既存のネットワークライセンスを利用）

・ＭＡＴＩＡＲ

(既存のキャンパスライセンスを利用）

・Mathematica

(無償ソフトウェア等）

・ISEWebPack（Xylinx社）

・DogaL、DogaE

・ｔｉｎｙＮｅＧＡＳ

・コンテンツエバリュエーター

サーバーマシン：

・ネットワーク管理ソフト

・HelixServer

その他：

・SymantecGhostClientServer-式

・CampusESPerProClientServer-式

ＣＣＣ用ノートパソコン

・SuperＣａｒｄ

1０
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提案事項

1）遠隔教育システム

第１演習室と本学寝屋川学舎の演習室と学外の拠点とする遠隔教育システムを提案していただく

(下図参照)。遠隔教育システムの条件として、

・各拠点において双方向な通信が同時に可能

．なるべく情報量の多い通信が可能（ＩＳＤＮ回線は不可）

・遠隔教育の内容が記録できる（音声・映像等）

・各拠点において、教壇上（＋書画）・受講者の状況が他拠点で見ることが出来る

・本学、学外に設置しようとするシステムがなるべくコンパクトな大きさで実現

・他拠点からの映像は１つの映像出力装置で映し出す事が出来る

の各項目を出来るだけ満たすものとする。

寝屋川学舎 任意の学外

難購琴震像}雄＆
他会場からの映像を映す

2）ネットワーク管理・監視システム

年々、ネットワーク機器が増加し、目視を主とする管理・監視体制が破綻している。年々、ネットワーク機器が増加し、目視を主とする管理・監視体制が破綻している。そこで、演

習室内ネットワーク機器及びUPS等の付属機器の状態をグラフィカルに管理･監視できる仕組みが

必要。

３）遠隔電源管理システム

２）のネットワーク管理・監視システムと重複するものがあるが、サーバー機器及びネットワー

ク機器の電源を遠隔で操作できる仕組みが必要。

1１
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更新後の第１演習室詳細スペック（２００４年度導入予定）

実際に導入予定のシステム構成を以下に示す。

演習用コンピューター 型番

CＰＵ

メモリ

HＤＤ

グラフィック

プリンタ

線LAN

ノートパソコン

各種演習サーバー

e-Learning(TOEIC）

各種演習サーバー

Ｇｈｏｓｔ

ＣａｍｐｕｓＥｓｐｅｒ

各種演習サーバー

Pｒｏｘｙ

DHCＰ

多目的サーバー

ネットワーク

遠隔教育システム

モノクロ／学生

モノクロ／教

カラー/学生

スキャナ

匡オ

ヨ

アクセスポイント

貸し 出し用ノート

タブレットＰＣ

CCC用PowerBook

品番

品番

品番

品番

スイッチ

システム

１２

モニタ

ＷｅｂＣＡＭ

マイク

サイズ

ＣＰＵ

メモリ

HＤＤ

サイズ

CPU

メモリ

HDD

CPU

メモリ

HＤＤ

CPU

メモリ

ＨＤＤ

ＣＰＵ

メモリ

HＤＤ

CPU

メモリ

HＤＤ

CPU

メモリ

HＤＤ

ｈｐｄ５３０ＭＴ/CＴ

Ｐｅｎｔｉｕｍ４２．６６ＧＨｚ

lＧＢ

80GB/7200rpm

オンチップ

ＥＩＺＯＬ３６７

WｅｂｃａｍＮＸ

(ヘッドセット付き）

LＰ－９６００ＳＰＤ

LＰ－９６００ＳＰＤ

LＰ－８８００ＣＰＳ

EＳ－７０００Ｈ

Ａｉｒｏｎｅｔｌ２００

hｐｎｘ９０１０

A４

Ｍｏｂｉｌｅ２．３GＨｚ

５１２ＭＢ

3OＧＢ

HＰＴＣｌＯＯＯ

A４

CｒｕｓｏｅｌＧＨｚ

２５６ＭＢ

3OＧＢ

1ＧＨｚ

２５６MＢ

6OGＢ

l５ｉｎｃｈ

ＤＬ３８０

Xeｏｎ２．４GHz*２(Dual）

2ＧＢ

３６．４ＧＢ＊３

DＬ３８０

Ｘｅｏｎ２．４ＧＨｚ

lＧＢ

３６．４ＧＢ＊５

DＬ３６０

Ｘｅｏｎ２．４ＧＨｚ

1．５ＧＢ

３６．４ＧＢ＊２

DＬ３６０

Ｘｅｏｎ２．４ＧＨｚ

lＧＢ

３６．４ＧＢ

Cａｔａｌｙｓｔ４５０７

ＷｏｎｄｅｒＳｔｒｅａｍ



第３演習室（寝屋川学舎Ｃ－４０３）

1３

施設と設備

本センターの施設は,四係畷学舎と寝屋川学舎にわかれており，合わせて５つの演習室が

ある。四係畷学舎には第１演習室，第５演習室，寝屋川学舎には第２演習室，第３演習室，

第４演習室があり，それぞれの特徴を活かした演習を行っている．

』…&夢ＡｉｊＡ,謹謹謹鶏

ｒ
４
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第１演習室（四候畷学舎１－２１６）
』一

一

一

一

●

。

』

一

一
一

FＦ

第１演習室では、WindowsNTマシン８０台を

導入し、主に工学部１年次生に対する情報基礎教
育を実施している。（２００４年度に更新予定）

第２演習室（寝屋川学舎Ｃ－４０２）

第３演習室は小教室であるが、第４演習室と同
様のマシン２０台に加え､iMac，VAIOなど授業以外

のコンピュータも利用できる多目的性格を持たせて

いる。主に自由開放として利用し、学習用ビデオ・
CD-ROMの視聴も可能である。

陸凸〃

第２演習室では、WindowsNT，TurboLinux，

BeOSといった３つのOSを搭載したマシンを７６台導
入し、利用用途に合わせてOSを選択できる。

＝卸

や

第５演習室（四篠畷学舎２－２０７）

第４演習室（寝屋川学舎Ｄ－３５６）

第４演習室のコンピュータはＷｉｎｄｏｗｓＮＴ／

TurboLinuxのデュアルブート環境を構築してい
る。

座席数は１３６であるが、パーテイシヨンに
より、８０席と５６席の教室に分割することがで
きる。

第５演習室のコンピュータはWindowsXPを導

入しており、７２台のコンピュータを利用するこ

とができる。また、巨大スクリーンを導入し、遠
隔授業にも対応している。
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第１演習室システム構成

【教員用システム】

製品名 数量

日立ＦＬＯＲＡ-350

ＣＰＵ:ＭＭＸＰｅｎｔｉｕｍ２３３ＭＨｚ

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:4.3ＧＢ（内蔵）

FDD:3.5inch×１３モード(720KB/1.2ＭＢ1.44ＭＢ）（内蔵）
２

ＭＯＤ:3.5inch640MB（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

コンピュータ
スピーカ（外付）

ＣＣＤカメラ（外付）

l7inchモニタ

ApplePowerMacintoshG3/233DＴ

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:４ＧＢ
１

FDD:3.5inch×１（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

l7inchモニタ

プリンタ EPSONMJ-930C １

書画カメラ １

電子式ホワイトボード １

8mm/S-VHSビデオデッキ １

DVプレイヤー １

提示装宜 DVD/LDプレイヤー １

ＣＣＤカメラ １

カセットデッキ ２

ﾉｰﾄパソコン接続用ケーブル １

ＯＨＰ １

制御用タッチパネル(送出切替,画面取得） １

オートスキヤンモニタ １

モニタリング
システム

プリセットモニタ １

送出確認モニタ １

モニタマトリクス １

1４



【サーバ】

【学生用システム】

2003年度年報

1５

サーバ 機種

ﾒー ﾙｻー ﾊ゙

ＷＷＷｻｰﾊﾞ
SUNUltra30Modell300

‐・RASｻｰﾊﾞ ＤＥＬＬＯｐｔｉｐｌｅｘＧｘａ６２３３Ｍ

DNSｻー ﾊ゙ SONYNEWS-5000UF

ﾌﾗｲﾏﾜﾄ゙ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛーﾗ

ﾌｧｲﾙｻー ﾊ゙
DECAlphaSewer8005/500

DHCPー ﾊ‘ ALRRevolution2X300/512Modell200SR

ﾊ゙ｯｸｱｯﾌ゚ﾄ゙ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛーﾗ

ﾊ゙ｯｸｱｯﾌ゚qﾌｧｲﾙｻーﾊ゙
DECAlphaServer8005/500

ﾃL-ﾀﾍ゙ ｽーｻー ﾊ゙ ALRRevolution2XL300/512Model2700SR

ﾊ゙ｯｸｱｯﾌ゚

ﾃ゙ ﾀーﾍ゙ ｽーｻー ﾊ゙
ALRRevolution2XL300/512Model2700SR

製品名
画

■

数量

ｺンピュータ

宮
ｇ
Ｆ
ｒ

日立FLORA－３５０

ＣＰＵ:ＭＭＸＰｅｎｔｉｕｍ２３３ＭＨｚ

メモリ:64ＭＢ

HDD:4.3GＢ（内蔵）

FDD:3.5inch×１３モード(720KB/1.2ＭＢ1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ:3.5inch640MB（内蔵）

CD-ROM:最大24倍速（内蔵）

スピーカ（外付）

8０

プリンタ EPSONMJ-930C（各列に1台） １０

提示用モニタ 飯山電機MF-8617E（2席に１台） 4０
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【ソフトウェア】

種別

ＯＳ

言語

統合ｿフト

エディタ

数式処理システム

インターネット

電子辞書

ソフトウエア名

MicrosoftWindowsNT4・OWorkstation

IBMPC-DOSJ7､0/Ｖ

電脳組BASIC98forWindows

MicrosoftVisualBASIC

OrchidStudyC

ユニー３Ｄ-ＬＯＧＯ

MicrosoftOffice97Standard

･Ｗｏｒｄ９８

.Excel９７

･ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ９７

Clarisクラリスワークス4.0JインターネットEdition

MEGASOFTMIFESVer5､5DOS/V版

Wolfi･amResearchMathematica

NetscapeCommunicator

ｵﾑﾛﾝｿﾌﾄネットワークこととい

ｵﾑﾛﾝｿﾌﾄ広辞苑電子図書館

ｵﾑﾛﾝｿﾌﾄ新英和･和英中辞典

ｵﾑﾛﾝｿﾌﾄコンピュータ用語辞典

１６
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第２演習室システム構成

【教員用システム】

製品名 数＆

日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ:Pentiumlll866MHz

メモリ:256ＭＢ

ＨＤＤ:4OGＢ（WindowsNT:l6GBTurboLinux:ｌＯＧＢＢｅＯＳ:l3GB）

FDD:3.5inch×１（内蔵）３モード(720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）

CD-ROM:最大40倍速（内蔵） ２

ＭＯＤ:3.5inch×640ＭＢ×1（内蔵）

CCDカメラ:IＯデータCCD-CAM

コンピュータ マイク：日立PC-AM3070

スピーカ：日立PC-AM2100

モニタ:日立l5inch液晶モニタ

MotorolaStarmax3000/200

メモリ:64ＭＢ

HDD:2.3ＧＢ（内蔵）
１

FDD:3.5inch×１（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

l7inchモニタ

プリンタ EPSONLP-9600SPD １

書画カメラ(NikonHI-500E） １

電子式ホワイトボード(KOKUYOmimio） ２

フリーハンド描画装置(BoeckelerPointmaker） １

提示装置
DV/S-VHSプレイヤー(SONYWV-DR7）

CD/CDV/LDプレイヤー(SONYMDP-455）

１

１

ＣＣＤカメラ(SONYCCD-PC1） １

カセットデッキ(SONYTC-WR790） １

ﾉｰﾄパソコン用接続ケーブル 1

制御用タッチパネル(送出切替,画面取得） １

モニタリング オートスキャンモニタ １

システム プリセットモニタ １

送出確認モニタ １

1７



(サーバ〉

2003年度年報

【学生用システム）

１８

サーーバ

CampusESPerルームサーバ

誤フ･”ｱｲﾙｰﾊﾞｻ
L

〔

議蕊e-1eamingｻーﾊ゙

１－１e証T1ingｻーﾊ゙

灘蕊蕊蕊灘識蕊！機種“。;蕊蕊識灘灘綴雛
凸Ｐ

GATEWAYALR7400/933
』

■

G ATEWAYALR7400/933．‘

富士通GP400S．

､■

デら

１viPEGエンコーダ, lBMIntellistation

i識 職 ＶＯＤ蕊灘繍 SＧＩＯｒｉｇｉｎ２００

ルビデオ嬉集システム NANAOMediaDirectorGP4000．

爵

：、ザ・

プリンタ

■

Ｌ
■
勾
戸
。
宮
巳

罵罵函廻電

鍵詞目モニタ

，ーｊｆ一製品ｉ名ザ懸灘灘蕊灘
日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ:PentiumIII866MHz

メモリ:256ＭＢ、鷺

ＨＤＤ:4OGＢ（WindowsNT:16GBTurboLinux:10ＧＢＢｅＯＳ:l3GB）

～ＦＤＤ:3.5inch×､１（内蔵）３モード(720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）

CD-ROM:最大40倍速.(内蔵）．

ＭＯＤ:3.5inch×640ＭＢ×１（内蔵）

CCDカメラ:IOデータCCD-CAM

マイク：日立PC-AM3070．

スピーカ：日立PC-AM2100

モニタ:日立15inch液晶モニタ

EPSONLP-9600SPD

EPSONLP-8300CPD(スキャナ付）‐

SONYCPD-G200J‘

数通

7６

５

１

3８

一
寺
宅
』

一
口
』



【ソフトウェア】

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ

種別

ＯＳ

ビジネス関連

言語

ＣＧ

エディタ

数式処理

CＡＤ

シュミレータ

ネットワーク

電子辞書

TurboLinux

種別

ＯＳ

ビジネス関連

MicrosoftWindowsNT

MicrosoftOffice2000Pro

･Ｗｏｒｄ２０００

．Excel２０００

･ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ２０００

･Access2000

･FrontPage2000

･PhotoDraw2000

。Publisher2000

OrchidStudyC

BorlandBorlandC+＋Suite

CompaqVisualFortran

MicrosoftVisualBASIC

電脳組BASIC/9８

MetroworksCodewarrior

ユニー３Ｄ一ＬＯＧＯ

Adobelllustrator

ﾋ゙ ﾚｯゾｾﾝﾀー WZEditor

ソフトウエア名

WolfTamResearchMathematica

AutoDeskAutoCadLT2000i

MicroSimPspice

TheMathworksMatlab

NetscapeNetscapeCommunicator

ｶﾃﾅLogoVistaEtoJIntemetPlus

ネットワークことといfbrIntemet

岩波書店広辞苑

研究者新英和/英和中辞典

日外ｱﾙｴｰﾂコンピュータ用語辞典

ソフトウエア名

TurboLinuxTurboLinux

ADDlixware

1９
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2003年度年報

BeOS

種別 ソフトウエア名

ＯＳ ＢｅＢｅＯＳ

ビジネス関連 BeOSアプリケーションパック

2０



2003年度年報

第３演習室システム構成

【教員用システム】

製品名 数量

日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ:PentiumⅡ350ＭＨｚ

メモリ:96ＭＢ

HDD:6.4ＧＢ(WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4GB）

FDD:3.5inch×１３モード(720KB/1.2ＭＢ1.44ＭＢ）（内蔵）
１

ＭＯＤ:3.5inch640MB（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

スピーカ（外付）

コンピュータ ＣＣＤカメラ（外付）

14.1,,S-TFT液晶ディスプレイ

ApplePowerMacintoshG3

CPU:300ＭＨｚＰｏｗｅｒＰＣＧ３マイクロプロセッサ

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:６ＧＢ １

FDD:3.5inch×１（外付）

CD-ROM（内蔵）

１５，，TFT液晶ディスプレイ

書画カメラ １

S-VHSビデオデッキ １

ＣＤ/CDV/LDプレイヤー １

提示装宜 カセットデッキ １

ＣＣＤカメラ １

ﾉｰﾄパソコン用接続ケーブル 1

液晶プロジェクタ １

2１



【サーバ】

第４演習室と共用（第４演習室システム構成参照）

【学生用システム】

2003年度年報

2２

製品名 数量
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ピユ､,一ダ

ダ、

』
や
・
ワ
ニ

一
写
心
●
②

①
｜
△
■
ｑ
浩
辛
印

も
令
一

L､号勇齢ぐ

ン．

日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ:PentiumⅡ350ＭＨｚ

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:6.4ＧＢ(WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4ＧB）

FDD:3.5inch×１３モード(720KB/1.2ＭＢ1.44ＭＢ）（内蔵）

ＭＯＤ:3.5inch640MB（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

スピーカ（外付）

CCDカメラ（外付）

14.1,'S-TFT液晶ディスプレイ

ＡｐｐｌｅｉＭａｃ

CPU:266ＭＨｚＰｏｗｅｒＰＣＧ３マイクロプロセッサ

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:６ＧＢ

FDD:3.5inch×１（外付）

SＯＮＹＶＡＩＯ

ＣＰＵ:PentiumⅡ333ＭＨｚ

メモリ:128ＭＢ

ＨＤＤ:８.4ＧＢ

FDD:3.5inch×1（内蔵）

スピーカ（外付）

ＮＥＣＰＣ－９８０１ＢＸ２

ＣＰＵ:i４８６ＳＸ２５ＭＨｚ

メモリ:8ＭＢ

ＨＤＤ256ＭＢ

ＦＤＤ:3.5inch×２（内蔵）

SＯＮＹＮＷＳ－５０００ＳＢ

メモリ:32ＭＢ

HDD:524ＭＢ(内臓）

FDD:3.5inch×１（内蔵）

スピーカ／マイク（外付）

l7inchモニタ

2０

８

２

２

２

プリンタ

ＥＰＳＯＮＬＰ－９６００

EPSONLP-8000C(スキャナ付）

NECPC-PRlOlE（PC-9801BX2専用）

１

１

２



【FLORA用ソフトウェア】

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ

種別

ＯＳ

ビジネス関連

言語

I■‐

ＣＧ

エディタ

数式処理

CAD

シュミレータ

ネットワーク

危子辞害

TurboLinux

種別

ＯＳ

ビジネス関連

2003年度年報

ソフトウエア名’

MicrosoftWindowsNT4・OWorkstation

MicrosoftOfYice97PoweredbyWORD9８

･Ｗｏｒｄ９８

.Excel９７

･ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ９７

･Ａｃｃｅｓｓ９７

電脳組BASIC9８

MicrosoftVisualBASIC

OrchidStudyC

BorlandC+＋Builder

BorlandTurboC+＋4.0J

BorlandTurboC+＋5.0Ｊ

MicrosoftVisualC+＋

ユニー３Ｄ-ＬＯＧＯ

ﾒｯﾂPaintShop

ﾒｯﾂＧ・Ｃｒｅｗ

ﾏｸﾛﾒヂｲｱFlash

ﾏｲｸﾛｸ゙ﾗﾌｨｯｸｽＳｉｍｐｌｙ３Ｄ

ﾋ゙ﾚｯゾｾﾝﾀーＷＺＥｄｉｔｏｒ

WolfiamResearchMathematica

ｴｽﾐEecel統計

ｴｽﾐExcel多変量解析

AutoDeskAutoCadLT98

MicroSimPsplce

NetscapeNetscapeCommunicator

ｶﾃﾈLogoVistaEtoJInternetPlus

ネットワークことといfbrlntemet

岩波書店広辞苑

研究者新英和/英和中辞典

日外ｱｿｼｴｰﾂコンピュータ用語辞典

ソフトウエア名

TurboLinuxTurboLinux3､０

Applixware

2３
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【iMac用ソフトウェア（Ａグループ)】

種別

ＯＳ

ビジネス関連

言語

オーサリング

ＣＧ

シュミレータ

ＡｐｐｌｅＭａｃＯＳ８

MicrosoftOfY1ce98

AdobePegeMaker

AdobeAcrobat

PictoriusPrograph

AppleHyperCard

AdobePhotoshOｐ

Adobelllusutrator

終作六角大王

ソフトウエア名

Ｋｎｏｗledgｅ RevolutionlnteractivePhyslcs

MicroSimPsｐｌＣｅ

【iMac用ソフトウェア（Ｂグループ)】

種別 ソフトウェア名

ＯＳ ＡｐｐｌｅＭａｃＯＳ８

ビジネス関連 MicrosoftOfHce98

PictoriusPrograph

言語 MetrowerksCodeWarrior

SＴＡＺＳＯＦＴＷＡＲＥＦｕｔｕｒｅＢＡＳＩＣ

オーサリング AppleHyperCard

シュミレータ
Ｋｎｏｗledgｅ RevolutionlnteractivePhyslcs

MicroSimPSpice

【VAIO用ソフトウェア】

種別 ソフトウェア名

ＯＳ MicrosoftWindows98

ビジネス関連
AdobePageMaker

AdobeAcrobat

オーサリング MacromediaDirector

ＣＧ
AdobePhotoShop

AdobeIllusutrator

2４
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【視聴用ビデオ／CD-ROM】

種別 ソフトウエア名

丸善ビデオでわかるインターネットのすべて

ビデオ
丸善マルチメディア研修シリーズ

丸善ビジュアルプレゼンテーションシリーズ

日経総合販売UNIX入門

日立デジタル平凡社マイペデイア9８

ＣＤ－ＲＯＭ
日立デジタル平凡社マイペディア9７

富士通ラーニングメディア理科年表CD-ROM9８

NECインターチャネルマルチメディア人体

2５
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2６

第４演習室システム構成

【教員用システム（A室)】
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日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ:PentiumⅡ350ＭＨｚ

メモリ:96ＭＢ

HDD:6.4GＢ(WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4GB）

FDD:3.5inch×１（内蔵）３モード(720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）

ＭＯＤ:3.5inch×ｌ:640ＭＢ（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

スピーカ（外付）

CCDｶﾒﾗ/マイク（外付）

モニタ:日立14.linch液晶モニタ（SuperTFT）

ApplePowerMacintosh8600/200

メモリ:64ＭＢ

HDD:1.5ＧＢ（内蔵）

FDD:3.5inch×１（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

３

１

プリンタ
EPSONLP-9600

EPSONLP-8000C（スキャナ付）

１

１

提示装置

書画カメラ(NikonHI-300）

電子式ホワイトボード(SORDSoftBoard）

フリーハンド描画装置(BoeckelerPointmaker）

DWS-VHSプレイヤー(SONYWV-D1000）

DVD/CD/LDプレイヤー(PioneerDVL-919）

CCDカメラ(SONYCCD-PCl）

カセットデッキ(SONYTC-WR910）

ﾉｰﾄパソコン用接続ケーブル

１

２

１

1

１

１

１

１

モニタリング

システム

制御用タッチパネル(送出切替）

送出確認モニタ

CampusESPer用マシン(日立FLORA-370）

１

２

１



【教員用システム（B室)】

製品名

日立ＦＬＯＲＡ-370

ＣＰＵ:PentiumⅡ350ＭＨｚ

メモリ:96ＭＢ

HDD:6.4GＢ(WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4GB）

コンピュータ
FDD:3.5inch×１（内蔵）３モード(720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）

ＭＯＤ:3.5incｈ×ｌ:640ＭＢ（内蔵）

CD-ROM（内蔵）

スピーカ（外付）

CCDカメラ/マイク（外付）

モニタ:日立１４.linch液晶モニタ（SuperTFT）

プリンタ EPSONLP-9600

書画カメラ(NikonHI-300）

提示装丘 DV/S-VHSプレイヤー(SONYWV-DlOOOO）

DVD/CD/LDプレイヤー(PioneerDVL-919）

モニタリング 送出確認モニタ

システム CampusESPer用マシン(日立FLORA-370）

【学生用システム（A室)】

コンピュータ

プリンタ

提示用モニタ

製品名

日立ＦＬＯＲＡ-370

メモリ:96ＭＢ

ＨＤＤ:6.4ＧＢ(WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4ＧB）

FDD:3.5inch×１（内蔵）３モード(720KB/1.2ＭＢ/ＭB）

CD-ROM:最大32倍速（内蔵）

ＭＯＤ:3.5inch×640ＭＢ×1（内蔵）

ＣＣＤカメラ/マイク:SＯＮＹＣＣＤ－ＰＣｌ

スピーカ：日立PC-AMO60

モニタ:日立14.linch液晶モニタ（SuperTFT）

EPSONLP-9600

EPSONLP-8000C

日立14.linch液晶モニタ（SuperTFT）

2７
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数量

２
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１

１

１

１

数量
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【教員用システム（B室)】

製品名

日立FLORA-370

メモリ:96ＭＢ

HDD:6.4GＢ（WindowsNT:3GBTurboLinux:3.4GB）

FDD:3.5inch×1（内蔵）３モード(720KB/1.2ＭＢ/1.44ＭＢ）

コンピュータ CD-ROM:最大32倍速（内蔵）

ＭＯＤ:3.5inch×640ＭＢ×１（内蔵）

ＣＣＤカメラ/マイク:SＯＮＹＣＣＤ－ＰＣｌ

スピーカ：日立PC-AMO60

モニタ:日立14.linch液晶モニタ（SuperTFT）

プリンタ EPSONLP-9600

提示用モニタ 日立１４.linch液晶モニタ（SuperTFT）

【サーバ】

サーバ

ﾊ゙ｯｸｱｯﾌ゚ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛーﾗ

ﾌｧｲﾙｻー ﾊ゙

NISMasterｻー ﾊ゙

ﾊ゙ｯｸｱｯﾌ゚ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛーﾗ

ﾌｧｲﾙｻー ﾊ゙

NISSlaveｻーﾊ゙

ﾒー ﾙｻー ﾊ゙

ＷＷＷｻｰﾊﾞ

ＷＷＷﾌ゚ ﾛｷｼｻー ﾊ゙

ﾄ゙ﾒｲﾝﾈーﾑｻー ﾊ゙

ｲﾝﾀー ﾈｯにとといｻー ﾊ゙

DHCPｻー ﾊ゙

ﾌqﾗｲﾏﾘﾄ゙ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛーﾗ

WindOwBT泡ｍｉｍｌＳｅＷｅｒ

ﾊ゙ｯｸｱｯﾌ゚ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛーﾗ

COMPAQAlphaServer800

COMPAQAlphaServer800

富士通GP400モデル6０

日立FLORA350

ＧＡＴＥＷＡＹＡＬＲ７３００

ＧＡＴＥＷＡＹＡＬＲ７３００

機 種

ﾘﾓーﾄｱｸｾｽｻー ﾊ゙ ﾙー ｾﾝﾄﾃｸﾉﾛゾPoItMaster3modelA2T

ブﾛﾌｧｲﾙｻー ﾊ゙ COMPAQProLiant800

2８
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【ソフトウェア】

WindowsNT

種別

ＯＳ

ビジネス関連

言語

ＣＧ

エディタ

数式処理

ＣＡＤ

シュミレータ

ネットワーク

竃子辞害

TurboLinux

種別

ＯＳ

ビジネス関連

ソフトウエア名

MicrosoftWindowsNT4・OWorkstation

MicrosoftO箭cｅ９７ＰｏｗｅｒｅｄｂｙＷＯＲＤ９８

･Ｗｏｒｄ９８

．Excel９７

･ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ９７

･Ａｃｃｅｓｓ９７

電脳組BASIC/9８

MicrosoftVisualBASIC

OrchidStudyC

BorlandC+＋Builder

BorlandTurboC+＋4.0Ｊ

BorlandTurboC+＋5.0Ｊ

ユニー３Ｄ-ＬＯＧＯ

ﾒｯﾂPaintShop

メッツＧＣｒｅｗ

ﾏｸﾛﾒヂｲｱFlash

ﾏｲｸﾛｸ゙ﾗﾌｨｯｸｽＳｉｍｐｌｙ３Ｄ

ﾋ゙ﾚｯゾｾﾝﾀーＷＺＥｄｉｔｏｒ

WolfiamResearchMathematica

AutoDeskAutoCadLT98

MicroSimPsｐｌＣｅ

NetscapeNetscapeCommunicator

ｶﾃﾅLogoVistaEtoJIntemetPlus

ネットワークことといfbrlntemet

岩波書店広辞苑

研究者新英和/英和中辞典

日外ｱｿｼｴｰﾂコンピュータ用語辞典

ソフトウエア名

TurboLinuxTurboLinux3､０

Applixware

2９
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第５演習室システム構成

【教員用システム】

2003年度年報

製品名 数量
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ＣｏｍｐａｑＥｖｏＤｅｓｋｔｏｐＤ５００ＭＴ

ＣＰＵ:Pentium４１．６ＧＨｚ

メモリ：ｌＧＢ

ＨＤＤ：ｌＯＯＧＢ

FDD:3.5inch×１（内蔵）

CD-RW（内蔵）

ＭＯＤ:3.5inch×640ＭＢ×１（内蔵）

ＣＣＤカメラ:CreativeVBWCPLUS

マイク:CreativeMClOOO/』

スピーカ:内蔵

モニタ:l5inch液晶モニタ

AppleM8360J/Ａ

メモリ：1.2ＧＢ

HDD:６OGＢ（内蔵）

SuperDrive（内蔵）

モニタ:l5inch液晶モニタ

２

１

プリンタ EPSONLP-9600SPD １

寺
“
ｂ

提示菱■

書画カメラ(NikonHI-500E）

電子式ホワイトボード(SMARTBOARD）

フリーハンド描画装置(WACOMPL-550）

DV/S-VHSプレイヤー(SONYWV-DR7）

ＣＤ/CDV/LDプレイヤー(SONYDVL-919）

CCDカメラ(VBWCPLUS）

カセットデッキ(PanasonicRS-TR4750-K）

ﾉｰﾄパソコン用接続ケーブル

１

２

１

１

１

１

１

１

モニタリング

システム

制御用タッチパネル(送出切替,画面取得）

オートスキャンモニタ

プリセットモニタ

送出確認モニタ

１

1

１

１

講麓偉画

再生システム

DVDハードディスクレコーダ(DMR-HSl-S）

DVD100連装チェンジャー

制御用コンピュータ

２

１

１
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【学生用システム】

製品名 数量

CompaqEvoDesktopD500MT

ＣＰＵ:Pentium４１．６ＧＨｚ

メモリ:lＧＢ

ＨＤＤ：ｌＯＯＧＢ

FDD:3.5inch×１（内蔵）

コンピュータ CD-RW（内蔵） 7２

ＭＯＤ:3.5inch×640ＭＢ×１（内蔵）

ＣＣＤカメラ:CreativeVBWPLUS

マイク:CreativeMClOOO/』

スピーカ:内蔵

モニタ:l5inch液晶モニタ(FlexScanL365）

プリンタ
EPSONLP-9600SPD １

EPSONLP-8300CPD(スキャナ付） 1

提示用モニタ l5inch液晶モニタ(FlexScanL365） 3８

【サーバ】

サーバ 機種

Windowsサーバ Panastatｏｎ４台

Linuxサーバ Panastatｏｎ３台

映像配信サーバ Panastatｏｎ１台
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【ソフトウェア】

種別

ＯＳ

ビジネス関連

言語

ＣＧ

数式処理

ＣＡＤ

シュミレータ

ネットワーク

教場

MicrosoftWindowsXP

MicrosoftOfHceXP

･ＷｏｒｄＸＰ

･ExcelXP

･ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔＸＰ

･ＡｃｃｅｓｓＸＰ

OrchidStudyC

MicrosoftVisualBASIC

電脳組BASIC/9８

ﾕﾆｰ３Ｄ-LＯＧＯ

SunMicrosystemsJava1.4.1

AdobePhotoshop

ソフトウエア名

Wolfi･amResearchMathematica

AutoDeskAutoCadLT2002

マイクロネットCircuitViewer

TheMathworksMatlab

NetscapeNetscape7

NetscapeNetscape7
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○購入出版物

本年度、年間購読した雑誌の一覧を示す。

四係畷学舎

雑誌名 出版社

ASCII ASCII

Windows2000World ＩＤＧジャパン

インターフェース ＣＱ出版

寝屋川学舎

雑誌名 出版社

ASCII ASCII

lnterface ＣＱ出版

UNIXMAGAZINE ASCII

UNIXＵＳＥＲ ＳＯＦＴＢＡＮＫ

ＮＥＷ教育とマイコン 学研

テレパル 小学館

lnternetMagazine インプレス

Windows2000World ＩＤＧｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝス
●

合格情報処理 学研

ＭＡＣＰｏｗｅｒ ASCII
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演習室利用状況

以下に、本センターの各演習室で実施しているカリキュラムの一覧を示した。

このように､本センターの資源は十二分に活用されており、限界に近い状況で使用されて

いることがわかる。

表の見方

１行目

科目名

学年／学科（英大文字で識別）／クラス（英小文字）

学科記号一覧

工学部第１部

Ｅ学科：電子工学科Ｆ学科：通信工学科Ｇ学科：電子材料工学科

Ｈ学科：電子機械工学科Ｊ学科：知能機械工学科Ｋ学科：光システムエ学科

Ｌ学科：医療福祉工学科

工学部第２部

Ｒ学科：竜子工学科Ｖ学科：知能機械工学科

総合情報学部

Ｐ学科：情報工学科Ｑ学科：メディア情報文化学科

Ｗ学科：デジタルケーム学科

短期大学部

短大Ｂ：危子情報学科

大学院

博士Ｄ：博士課程（後期）修士Ｍ：博士課程（前期）
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第１演習室

前期 一月 火 水 木 金 土

lQa lＥｂ lＬｂ

1時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ

基礎演習Ｉ 入門Ｉ 基礎演習Ｉ

lQb lEb lＬａ

2時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ

基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ

lEa lGb lJb ｌＫｂ lHb

3時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

入門Ｉ 基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ 入門Ｉ

lＥａ lＧａ lJa lＫａ lＨｂ

4時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ 入門Ｉ

後期 月 火 水 木 金 土

lQa lＥｂ lＦａ lFb lＬｂ

1時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

基礎演習Ⅱ 入門Ⅱ 基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ 基礎演習Ⅱ

lQb lEb lＦａ lＦｂ lＬａ

2時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

１Ｅａ lGb lJb lKb lＨａ

3時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

入門Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ｉ

１Ｅａ ｌＧａ lJa lＫａ lＨａ

4時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ
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第２演習室

前期 月

1時限

院・総合

2時限 固体物理学
特論

3時限

4時限

5時限

6時限

7時限

後期 月

2Ｂ

l時限 ＣＡＤ

(演習を含む）

3Ｅ

2時限 コンピュータ

演習Ⅲ

3時限

2Ｐ

4時限 コンピュータ

応用演習

5時限

6時限

7時限

火

3Ｈ

コンピュータ

演習Ⅲ

2Ｂ

メディア活用
(演習を含む）

4Ｒ

パターン情報処
理

火

2Ｊ

設計製図Ⅱ

2Ｊ

設計製図Ⅱ

4Ｒ

生体情報処理

水 木 金 士

2Ｂ 3Eｂ

エンドユーザ

コンピュー

ティング

電子工学
実験Ⅲ

2Gａ 3Eｂ

コンピュータ 電子工学
演習Ｉ 実験Ⅲ

3Ｅ

電子材料工学

3Fａ

コンピュータ

応用演習Ｉ

2Ｒ

プログラム

設計

水 木 金 土

2Ｂ

情報
メディア論

3Ｆ

コンピュータ

応用演習Ⅱ

教職

数学科
教育法Ｉ

１７:30から

教職

数学科

教育法Ｉ
１９:00まで
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第３演習室

前期 月 火

2Ｈ

1時限 コンピュータ

演習Ｉ

3Ｈ

2時限 コンピュータ

演習Ⅲ

3時限

4時限

5時限

6時限

7時限

後期 月 火

1時限

lＢ

2時限 ソフトウェアⅡ

(演習を含む）

3時限

4時限

5時限

6時限

7時限

水

3Eａ

電子工学実験Ⅲ

3Eａ

電子工学実験Ⅲ

水

3Eａ

電子工学実験Ⅳ

3Eａ

電子工学実験Ⅳ

4Ｈ

卒業研究
(新関研）

3７

木

木

2003年度年報

金 土」

3Eｂ

電子工学実験Ⅲ

3Eｂ

電子工学実験Ⅲ

lＢ

ソフトウェアＩ

(演習を含む）

金 士

3Eｂ

電子工学実験Ⅳ

3Eｂ

電子工学実験Ⅳ

院・情報

CAI特論
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第４演習室
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2Ｅｂ

コンピュータ

演習Ｉ

2Ｈ

コンピュータ

演習Ｉ

2Ｆ

コンピュータ

演習Ｉ

2Ｇ

固体電子工学

4Ｈ

ＣＡＤ・ＣＡＭ

工学

１
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、
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一
″
▽

；
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心

2時限
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ディジタル
画像処理

2Ｇ

コンピュータ

演習Ⅱ

2Ｊ

コンピュータ

演習Ｉ

2Gｂ

コンピュータ

演習Ｉ

2Eａ

コンピュータ

演習Ｉ
■

３角銀
●-

2Ｂ

ソフトウェアⅢ

(演習を含む）

2Ｅ

固体電子工学Ｉ

3Eａ

電子工学
実験Ⅲ

3Ｇ

コンピュータシ

ミュレーション

lＢ

電子計算機
基礎演習Ⅱ

４
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〆４時限
ザ
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、
ザ
０
０
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０

ｳ守星

lＢ

電子計算機
基礎演習Ｉ

3Ｅ

量子物理工学

A室:3Fbｺﾝﾋ゚ ｭーﾀ

応用演習Ｉ

B室:3Ea電子工
学実験Ⅲ

lＢ

ソフトウェアＩ

(演習を含む）
曲
げ
雲
も
ｐ
一
，
○
艮
涯

､

､、~召

』

鍾 銀
●客ｑｑ

2E～Ｋ

コンピュータ

基礎演習Ｉ（再）

『罰創序銀
、',｡.DDrh三一'

_』『｡,'･',~.←

‘･↑-.,"町や＊､杓

23Ｖ

機械ＣＡＤ

設計製図Ⅱ

・
猛
湘
』

2Ｖ

電子計算機

演習Ｉ

lＲ

電子計算機
基礎演習Ｉ

(実習を含む）

2Ｒ

電子計算機

演習Ｉ

1Ｖ

電子計算機

基礎演習Ｉ

(実習を含む）

ゼミ薯毎 月 火 水 木 金 土

齢

1時限

2Ｂ

ＣＡＤ

(演習を含む）

2Ｈ

コンピュータ演

習Ⅱ

2Ｂ

情報コミュニケ

一ション演習

2Ｆ

コンピュータ演

習Ⅱ

2時限

2Eｂ

コンピュータ

演習Ⅱ

lＢ

ソフトウェアⅡ

(演習を含む）

2Ｊ

コンピュータ

演習Ⅱ

2Ｇ

コンピュータ演

習Ⅲ

2Eａ

コンピュータ

演習Ⅱ

3時限

2Ｂ

データベース

(演習を含む）

3Ｇ

磁性体工学

lＢ

データ解析法
(演習を含む）

4時限

A室:2Pｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ

応用演習／
B室:2Bｿﾌﾄｳｪｱ

Ⅳ(演習を含む）

3Ｆ

コンピュータ

応用演習Ⅱ

5時限

lＢ

情報活用
(演習を含む）

A室:lBﾃ゙ ﾀー解析
法(演習を含む）
B室:教職情報化
教育法

2Ｂ

卒業研究

2Ｅ～Ｋ

コンピュータ

基礎演習Ⅱ
(再）

6時限

2Ｒ

情報システム
知能情報
処理特論

１８：３０～２０：００

１Ｖ

ＣＡＤ基礎

7時限

2Ｖ

電子計算機演習
Ⅱ

lＲ

電子計算機

基礎演習Ⅱ
(実習を含む）

2Ｒ

電子計算機

演習Ⅱ

１Ｖ

電子計算機

基礎演習Ⅱ
(実習を含む）
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第５演習室

前期 月 火 水 木 金 土

2Ｑ 3Ｌ lＦａ lFb lＬａ

1時限
CAD基礎

システム。

情報処理実習

コンピュータ

入門Ｉ

コンピュータ

入門Ｉ

コンピュータ

入門Ｉ

3Ｌ 3Ｌ lFa lFb lLb

2時限 医療情報 システム。 コンピュータ コンピュータ コンピュータ

ネットワーク 情報処理実習 入門Ⅱ 入門Ⅱ 入門Ｉ

2Ｑ lＧａ lJa lＫａ lＨａ

3時限
CAD基礎

コンピュータ

入門Ｉ

コンピュータ

入門Ｉ

コンピュータ

入門Ｉ

コンピュータ

入門Ｉ

3Ｌ lGb ｌＪｂ lKb lＨａ

4時限 医療情報 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

ネットワーク 入門Ｉ 入門Ｉ 入門Ｉ 入門Ⅱ

後期 月 火 水 木 金 土

2Ｌ lＬａ

1時限
情報処理工学

コンピュータ

入門Ⅱ

lLb

2時限 総合ゼミナー コンピュータ

ルⅡ 入門Ⅱ

lＧａ lJa lＫａ lHb

3時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

入門Ⅱ 入門Ⅱ 入門Ⅱ 基礎演習Ｉ

lGb lJb ｌＫｂ 1Hｂ

4時限 コンピュータ コンピュータ コンピュータ コンピュータ

入門Ⅱ 入門Ⅱ 入門Ⅱ 基礎演習Ⅱ

3９



として雇用し、利用者の質問・トラブルに対応している。

以下に、本年度の自由開放利用状況を報告する。

前期試験期間中（7/１７－７/31）

2003年度年報

自由開放実施報告

本センターでは､学生が授業のレポート作成･自習などでコンピュータを利用できるよう

に自由開放を実施している。自由開放時間においては､専門的知識を持つ学生をアルバイト

前期授業期間（5/１２－７/16）

自由開放時間

連休前（4/１０－５/9）

4０

演習室 曜日 時間

第１演習室 月～金 1６ ４５～１８ 5０

第２演習室

月

水

木

金

1２

１６

1２

1４

３０～１９

３０～１９

３０～1９

３０～１９

5０

5０

5０

5０

第３演習室

月

火

水

木

金

1２

１２

1６

1２

1４

３０～１９

３０～１９

３０～１９

３０～１９

３０～１９

5０

5０

5０

5０

5０

演習室 曜日 時間

第３演習室 月～金

土

１２：１０～１８:２０

１０：３０～１９:００

演習室 曜日 時間

第１演習室 月～金 1６ ４５～１８ 5０

第２演習室

月

火

木

金

土

1２

1４

２
－
４

１
－
１

１０

３０～１９

４０～１９

３０～１９

４０～1９

３０～１９

5０

5０

５０

５０

0０

第３演習室

月

火

水

木

金

土

吃
一
旭
一
陥
一
必

1２

１０

３０～１９

３０～１９

３０～１９

４０～1７

３０～１９

３０～１９

釦
一
別
一
釦
一
印

5０

0０

第４演習室 木 １４ ４０～１７ 5０



※中止日８/５，８/７～８/１７，８/2３

4１

後期試験終了後（3/１１～３/１３，３/１６，３/１８）

夏期休業期間中（8/１－９/20）

後期試験終了後（2/３～３/１０）

後期試験期間中（l/２１－２/6）

後期授業期間（9/２４－１/20）

2003年度年報

※ただし，ｌ/３１は中止

※ただし大学祭期間中（lO/３１～１１/4)、冬季休業期間中（12/２４～ｌ/6)は中止

演習室 堪日 時間

第２演習室
第３演習室

月～金

土

１２:００～１９:５０

１０:３０～１９:００

演習室 雇日 時間

第３演習室
月～金

土

１２:００～１７:００

１０:３０～１３:００ １４:００～１９:００

演習室 咽日 時 間

第１演習室 月～金 １６:４５～１８:５０

第２演習室

月

火
一
水

木

金

土

１６

２
－
６

１
－
１

１２

1２

１０

２０～１９

３０～１９

２０～１９

３０～１９

３０～１６

３０～１９
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卵
一
卵

5０

1０
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第３演習室

月

火

水

木

金

土

１２

1２

1８

１２

１４

１０

３０～１９

３０～１９

００～1９

３０～１９

３０～１９

３０～１９

5０

5０

5０

5０

5０

0０

第４演習室
水
一
木

２
－
４

１
－
１

３０～１６

４０～１７

１０

5０

演習室 慮日 時間

第３演習室
月～金

土

１２:１０～１８:５０

１０:３０～１９:００

演習室 曜日 時間

第３演習室
月～金

土

１１：１０～１６:５０

１０:３０～１９:００
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第１演習室利用統計

NT） 利用者数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 1０ ４１ １１３ 122 ３ 7６ 1０４ 7６ 1５０ 1９ ７１４

F学科 ２ ２ 1８ ０ １ 3２ 3０ ９ １６ 2２ 132

G学科 ３ ４ ６ １０ １ 4５ ２ 1１ 6０ ０ 1４２

R学科 １ ２ ０ ２ １ ２ ２ 1２ ７ ４ 3３

J学科 ２ ０ ２ １９ ０ ４ ２ 2１ ０ ０ 5０

K学科 ０ ９ 1９ 1６ ０ ６ ２ １１ ２ ２ 6７

L学科 ７ ７ １５ １２７ １ 3４ 8２ 2３ 2８ ６ 330

R学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

V学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

P学科 ５ ７ ４ １ ２ １ ３ １ 4９ ０ 7３

Q学科 ２ ６ １ ５ ０ ４ ５ １ ８ ０ 3２

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

短大Ｂ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

修士Ⅱ 2０ 1２ ７ １ １ ４ ５ ６ 2３ ０ 7９

博士、 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

針 5２ 9０ 185 303 １０ 208 237 1７１ 343 5３ １６５２
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第２演習室利用統計

(WindowsNT） 利用者数（人）

～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 8４ 607 666 1８０ 2４ １０２ 1１３ 238 1０５ ２ ２１２１

F学科 2５ 142 1１８ 7３ ９ 7５ 1１５ 138 5７ ８ 760

G学科 2４ 8９ 8０ 8４ １１ 5０ 8３ 6２ 2５ １ 509

H学科 2５ 1０４ 8７ 7１ 4２ 9５ 1１２ 7３ 6９ ２ 680

J学科 1２ １０７ 208 1０３ １２ 4７ 8１ 5７ 6７ ４ 698

K学科 ４ 2９ 2７ ９ ６ 2２ 4２ 2０ 1５ ０ 174

L学科 1９ 1５ １２ ４ ６ １１ 1２ ６ ７ ０ 9２

R学科 3１ 9０ １３４ 3８ ２ 2３ 4９ 3７ 1８ ０ 422

V学科 ８ 4２ 5１ 3８ ６ 5４ 4２ ５１ 2９ １ 322

P学科 1１ １２ ９ 1２ ６ 4９ 7３ 5２ 3９ １ 264

Q学科 ２ １ ０ ０ ０ ３ 1 ０ １ ３ １１

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 2２ 2２

短大Ｂ 5０ 192 １１５ 112 ４ 4９ 6６ 1１５ 1１９ ３ 825

修士Ｍ 1９ 1５ 1２ ４ ２ 2３ 4９ 3７ 1８ ０ 179

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 314 1４４５ 1５１９ 728 130 603 838 886 569 4７ 7079

(TurboLinux） 利用者数（人）

～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２

F学科 ０ ０ ０ ０ ０ 1 1 ０ ０ ０ ２

G学科 ０ ０ ０ 1９ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １９

H学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

J学科 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

K学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

L学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

R学科 3３ 5１ 3１ 2５ ０ 6８ 156 7４ 6９ ０ 507

V学科 ０ 1９ ２ １ ０ １ １ ６ ８ １ 3９

P学科 ０ ３ ０ １ １ 1０９ 225 172 2０ ０ 5３１

Q学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

短大Ｂ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６

修士、 1 ０ ２ １ ２ １２ 2５ １０ ４ ０ 5７

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 3４ 8１ 3５ 4８ ３ １９１ 408 262 lＯｌ 1１６４
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第３演習室利用統計

(WindowsNT） 利用者数（人）

～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 1６３ 615 609 435 1０ 2６ 263 252 3０１ 1９４ 1０６ 5８ 3032

F学科 6２ １２１ 8０ 1３３ １０ 4０ 7９ 4７ 1０７ 8８ 7４ 3０ 8７１

G学科 5８ 7４ 8７ 1３０ ８ 2６ 5９ 4６ 6５ 5８ ４１ 4２ 694

H学科 4６ 166 １０２ １０９ １１ 7２ 7９ 1４７ 130 1３１ 6７ 1３ 1073

J学科 4３ 5６ 9１ 1０２ １２ 2２ 6７ 1０８ 1０３ 5５ 4２ 2６ 727

K学科 1４ 4７ 5５ 3０ ６ １８ 1２ 2４ 2５ 2６ 5４ ２ ３１３

L学科 １ ４ １ ３ ８ １ １ ０ ０ ０ １ ０ 2０

R学科 3２ 1２３ 152 1３９ １４ 2９ 6４ 6４ 5５ 4０ 2５ 1８ 755

V学科 5５ １１８ １０８ 213 2９ 3７ 7４ 7４ 6８ 7４ 3２ 1３ 895

P学科 ９ ３ ８ ４ ２ ３ 1７ 1７ 1２ 1４ １３ ０ １０２

Q学科 ５ １ ０ ０ ０ ９ １ ３ ３ ３ １ ０ 2６

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

短大Ｂ 7６ 1１８ １３４ 209 ３ １７ １２６ 145 1４５ 1９１ 1７３ １５ １３５２

修士Ⅱ 1７ １０ １０ 3２ １ 2４ １４ 2２ 1８ 1６ 1２ ４ 1８０

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 581 1４５６ 1４３７ 1５３９ 1１４ 324 856 949 1０３２ 890 6４１ 221 10040

(TurboLinux） 利用者数（人）

～ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２

F学科 ０ ０ ０ ０ １ ０ ８ ０ １ ０ ０ ０ 1０

G学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

H学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

J学科 １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ３

K学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

L学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

R学科 2４ 5２ 2８ 6５ １ １ 4９ 4４ 5５ 4３ ０ ０ 362

V学科 ０ ５ １ ９ ０ ０ ２ ６ ４ ７ １ ０ 3５

P学科 ３ ０ ０ ０ ０ ０ 2８ １０６ 6５ 1２ ０ ０ ２１４

Q学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

短大Ｂ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

修士ｕ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ５ ０ ０ ９

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 3０ 5７ 3０ 7４ ３ １ 8７ 1５８ 1２７ 6７ １ ０ 635
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第４演習室利用統計

(WindowsNT） 利用者数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 １ ５ １ ３ 3３ 3０ 5１ 3２ 156

F学科 1２ １ ５ 4３ 8８ 4９ 1０８ 6１ 367

G学科 ９ ９ ０ ３ 2１ 2７ 2４ 1８ 111

H学科 １１ １ ０ ６ 2５ 2６ 1１ １３ 9３

J学科 ８ 2８ ０ 1３ 5０ 8５ 5４ 3４ 272

K学科 ４ １ ０ １ ４ 1５ ５ １０ 4０

L学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

R学科 １３ ４ １ １ 1６ １１ ５ ５ 5６

V学科 １０ １４ ５ ３ ２ ５ ９ ５ 5３

P学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

Q学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

短大Ｂ ８ 4４ ６ ０ ９ １０ 4４ 3２ 153

修士Ｈ ０ １ ０ ０ ３ ７ ２ １３

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 7６ １０８ 1８ 7３ 248 2６１ 318 213 1３１５

(TurboLinux） 利用者数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

F学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

G学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

H学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

J学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

K学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

L学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

R学科 ０ ２ ５ ０ ０ ０ 1２ 3６ ７ １３ ０ ０ 7５

V学科 ０ ４ ７ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １５

P学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ３ ０ ０ ７

Q学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

短大Ｂ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

修士Ⅱ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ １ １ ０ ０ ４

博士， ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ０ ６ 1２ ４ ０ ０ １４ 4０ ９ 1７ ０ ０ １０２
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第５演習室利用統計

(WindowsNT） 利用者数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

E学科 ３ ０ ２ 1２ ０ １ ０ 1５ 3０ 3６ 9９

F学科 1０ 2２ 4８ 2５ １ 1０ ３ ７ ９ 2２ １５７

‘G学零ト ４ ３ 1４ 2４ ２ 1４ 4９ 1４ 4６ 2５ 1９５

畔学科‘ ３ １３ 2４ ４１ 2７ 2０ ５ 1１ ９ 3２ 1８５

J学科． ０ １ ４ 3４ １ 1５ 3８ 2２ １３ 1４ 1４２

K学科 ３ ３ １３ 5６ ６ 2５ 5０ 2０ 4２ 4７ 265

Ｌ学科 １２ 4３ 1０２ 307 ３ 3８ 6２ 5８ 1８１ 4７ 853

R学科, ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

V学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

P学科 ２ １ ８ 1８ ０ ６ ２ ２１ ４ ０ 6２

Ｑ学科 ４ ５ 2７ 9３ １ ６ １４ 1４ 2１ ７ 1９２

W学科 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

煙或⑯ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

修士■ ６ ４ ４ １ ０ ３ １ ０ ４ ０ 2３

博士、 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 4７ 9５ 246 611 4１ １３８ 224 182 359 230 ２１７３
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活動報告・施設見学等

2003年度に本センターで開催された講座・講習会の概要を示した。また施設見学に関す

る概要もあわせて示した。

【講座・資格試験等】

日付

４月19

5月１０

２６日

２４日

６月７．１４．２１日

７月１２日 ８月３０日

７月２７日

８月２３日

８月５日

９月２０，２７日

１０月４，１１，１８日
１１月２２２９日

２月１４，２１日

見学日

講座名

資格試験講座（ＣＧ検定3級）

資格試験講座（初級シスアド）

オープンキャンパス（寝屋川学舎）

オープンキャンパス（四牒畷学舎）

体験入学

資格試験講座（ＣＧ検定3級）

資格試験講座（初級シスアド）

見学者

４月１，２日 新入生歓迎会

主催者

資格学習支援センター

資格学習支援センター

大阪電気通信大学

大阪電気通信大学

大阪電気通信大学

資格学習支援センター

資格学習支援センター

４月１８日
在大阪オーストラリア総領事館商務官シンディー・春山氏
国立サザンクイーンズランド大学国際交流マネージャーＬｅｏｎＯｗｅｎ氏

５月１３日 大阪府立阿武野高等学校

５月１３日 KOPO(KoreanFoundationfoPolytechnicColleges）

６月１６日 寝屋川市立中央小学校

７月１４日 枚方市立桜丘中学校

７月１５日 大阪府立南寝屋川高等学校

７月１６日 大阪府立枚方西高等学校

１０月１７日 近畿大学付属新宮高等学校

１０月３０日 兵庫県立香寺高等学校

11月５日 兵庫県立武庫荘総合高等学校

11月１８日 大阪府立生野工業高等学校

１１月２０日 寝屋川市立第九中学校

１１月２１日 寝屋川市立第九中学校

4７

場所

第２演習室

第４演習室

篭2.3.4演習室

第５演習室

第２演習室

第２演習室

第４演習室

場所

第2,3,4演習室

第４演習室

第２演習室

第2,3演習室

第2,3演習室

第2,3演習室

第２演習室

第２演習室

第２演習室

第３演習室

第２演習室

第２演習室

第２演習室

第２演習室
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図２モーションエディタ

この工程では、キャラクターの動きを設定する。ここで

の作業も殆どの操作をマウスだけで設定できる。

4８

２００３年オープンキャンパス“ＣＧ体験，，報告
３次元ＣＧアニメーション製作ソフトDOGＡＣシリーズ

2003年のオープンキャンパスでは、他の様々な体験コーナーと並んで、情報処理教育センターの演習

室で“コンピュータグラフィックス（ＣＧ）体験，，という模擬授業を行いました。

このＣＧ体験は、これまで３，－LOGOを使っての模擬授業を行ってきたのですが、メディア情報文化

学科に加えてデジタルゲーム学科の新設に伴い、本学のメディア関連の研究や教育も盛んになってき

たことから、象徴的な意味でも、もう少しメディア色が強いソフトを使おうと考え、３次元ＣＧアニ

メーション製作ソフト“DOGＡＣシリーズ”による模擬授業を行うことにしました。

このDOGＡＣシリーズについて少し説明しておきます。DOGＡＣシリーズとは、DOGＡ社が製作した３

次元ＣＧアニメーション作成ソフトＤＯＧＡＬシリーズを、サイバー・キャンパス・コンソーシアム

(CCC)※の枠組みを活用し、教育用途として使い易いように改良したシリーズです。

初心者が３次元ＣＧアニメーションを学ぼうにも、製作ソフトは基本的に高価で使用方法も難解であ

り、非常に敷居が高いものでした。そこで、初心者でもＣＧアニメーションを楽しみながら学べるソ

フトを作ろうというコンセプトでＤＯＧＡＬシリーズが開発されました。１９９２年の初版の公開から、

バージョンを重ねつつ、多数のユーザに利用されてきました。以前はＣＧアニメーションの分野の

ユーザが多かったようですが、今では高校や小中学校でも導入が進んでいます。また、本学でもこの

ソフトウェアを使用している学生は多数います。

DOGALシリーズの特徴は、コンセプトにもあるように、初心者からでも使えるように設計されてい

点です。ＣＧアニメーションの工程を単純化し、それぞれの工程で何をしなければならないかを明確

にしています。また殆どの操作をマウスだけで非常に直感的に作業を進められるようになっています。

このように敷居を低くしてあるにも関わらず、本格的な３次元アニメーションが製作できるように作

られています。

DOGＡＣシリーズでは、マウスでの操作をより直感的にしたり、基本的な機能をアイコンボタンにする

などの改良が加えられています。
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図１パーツアセンブラ

この工程で､登場するキャラクターを作成する。予め用

意されている沢山のパーツを組み合わせて作っていく。

プラモデルを作っているような感覚で作業ができる。
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敵曜

4９

※サイバーキャンパスコンソーシアム(CCC）

社団法人私立大学情報教育協会が行っている事業の名称｡大学間で共有することを前提とした教材コンテンツの作成

や開発などの支援を行っている。

当日の模擬授業では、ＣＧアニメーションがゲームや映画だけでなく様々な分野で応用されているこ

となどの説明を行い、その後、DOGＡを用いた実習を行いました。

実習では、オープンキャンパス用に作成した冊子を用いて全体の説明を行い、残りの時間をオリジナ

ルアニメーションの製作時間としました。

DOGＡＣシリーズは初心者向けといえど、非常に自由度

が高く、凝ったものを作ろうとすると幾ら時間があって

も足りなくなってしまいます。そこで、DOGＡＣシリーズ

の「キャラクターの作成」「キャラクターの動きの設定」

｢レンダリング」の３つの工程のうち、オープンキャンパ

スでの時間の割り当てを考慮し、「キャラクターの動きの

設定」「レンダリング」に絞って説明することにしまし

た。説明にレンダリングを含めることで、参加者全員に

少なくとも１つ以上のＣＧアニメーションの製作を体験

してもらうことができます。

メディア情報文化学科やデジタルゲーム学科への入学を

希望する参加者も多かったことや、説明を絞り込んだこ

蕊蕊蕊

DOGＡＣシリーズを使ったことで、今回のオープンキャンパスの狙いであったメディア色の強い模

擬授業を行え、また、参加者に普段は見る側であったアニメーションの製作を体験してもらえること

ができました。

今回はDOGＡＣシリーズの基本的な使い方に終始していましたが、今後はデジタルゲーム学科やメディ

ア情報文化学科を有する大学としての特色を活かした模擬授業の実施を今後の課題とします。
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図 ３実習の様子メフーイノ1官報〆化子科ヤプングルクーム手科へ(ﾉﾉﾊ手ａ

希望する参加者も多かったことや、説明を絞り込んだこ

ともあって、説明の後の自由時間は特に質問もなく参加者は熱心にＣＧアニメーションの製作に取り

組んでいました。

自由時間はそれほど長くはなかったのですが、自ずと説明していなかった「キャラクターの作成」機

能を使って新たなキャラクターによるアニメーションを作成したり、ユニークな動きを設定して笑い

を誘うものを作成したり、カメラ位置やキャラクターの動きをうまく調整してストーリー的な意味を

持つアニメーションを作成するなど、多数の意欲的な作品が作成されました。
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図４説明時に作った自動車のアニメーション

図５参加者が作成したアニメーション

草原でカブトムシとクワガタが一騎打ち

を行う。
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運営委員

2003年度年報

(人間科学研究センター助教授）

(数理科学研究センター助教授）

(工学部第１部電子工学科助教授）

(工学部第１部通信工学科講師）

(工学部第１部電子材料工学科教授）

(工学部第１部電子機械工学科助教授）

(工学部第１部機械工学科講師）

(工学部第１部光システムエ学科講師）

(医療福祉工学部医療福祉工学科講師）

(工学部第２部電子工学科助教授）

(総合情報学部情報工学科助教授）

(総合情報学部メディア情報文化学科講師）

(短期大学部電子情報学科講師）

運営組織

構成

本センターには開発室を設置し､数名の兼任の教員が開発室委員として教育用のシステム

の開発、普及啓蒙活動、教育工学に関係した研究等にたずさわっている。

具体的には教育用のCBEシステムのソフトウェア的開発、教育用LANの構築、数式処理の

教育への応用、教科教育のCBEシステム上での展開、情報処理教育用CAIの作成に取り組ん

でいる。また、技術職員の開発への貢献は大きなものがある。以下に、センターの構成員をでいる。

示す。

センター長

(工学部第１部医療福祉工学科教授）松村雅史

瀧川

何

竹本

杉森

渡遷

横山

王少鋒

吉松屋四郎

瀧川靖雄

村上恭通

富田彰宏

新関雅俊

吉田晴行

境隆一

新川拓也

光本浩士

河合利幸

植野雅之

横山宏

開発室委員

(工学部第１部電子工学科助教授）

(工学部第１部通信工学科講師）

(工学部第１部電子機械工学科講師）

(総合情報学部メディア情報文化学科講師）

(短期大学部電子情報学科教授）

(短期大学部電子情報学科講師）
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２

センターの運営に関する重要事項について、センター長の諮問に応ずるため、セン

ターに情報処理教育センター運営委員会をおく。

センター長はセンターの運営に関する重要事項について、運営委員会に諮問するも

のとする。

センター長はセンターを利用して電子計算機の演習を行う教員でもって担当者連絡

会議を開き、円滑な運営をはかるものとする。

運営委員会に関する規則は、別に定める。

情報処理教育センター規則

定昭和５３年１０月２６日

正平成４年４月１日

制
改

第１条

この規則は、大阪電気通信大学学則第４５条の２第４項の規定に基づき、情報処理教

育センター（以下「センター」という｡）に関し必要な事項を定める。

第２条

１センターに開発室をおく。

２開発室はセンターの行う教育活動の企画、検討更新ならびにそれらに伴う技術的開

発を行う。

３開発室に開発室長をおく。

４開発室長および開発室員は本学の教員をもって充て、センター長の推薦により学長

が任命する。

第３条

昭和５３年１０月２６日から施行する。

昭和６０年４月１日から施行する。

昭和６１年４月１日から施行する。

昭和６２年４月６日から施行する。

平成４年４月１日から施行する。

2003年度年報
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附
附
附
附
附

この規則は、

この規則は、

この規則は、

この規則は、

この規則は、
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第４条

運営委員会は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

2003年度年報

第５条

運営委員会は、必要に応じ委員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができる。

情報処理教育センター運営委員会規則

制定昭和６１年４月１日

最近改正平成４年２月２７日

第１条

この規則は、

規定に基づき、

情報処理教育センター（以下「センター」という｡）規則第３条第４項の

センター運営委員会に関し必要な事項を定める。

第２条

１運営委員会は、次の各号の委員で組織する。

（１）演習を担当する各学科教員のうちから学長が任命した者

（２）本学教員のうちから学長が任命したもの（若干名）

２委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

第３条

１運営委員会は、センター長が召集して議長となる。

２センター長に事故のあるときは､あらかじめ指名された委員がセンター長の職務を代

行する。

この規則は、昭和６１年４月１日から施行する。

この規則は、平成４年４月１日から施行する。

第６条

その他、運営委員会の議事の方法等に関し必要な事項は、運営委員会が定める。

第７条

運営委員会の事務に関する事項はセンター事務室が行う。

附
附
則
則
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